





日　時：2017 年 10 月 14 日（土）
場　所：J 棟 1 階　特別合同研究室












































































































































本報告では，1920 年代に発行されたイスラーム系定期刊行物の中でも Bintang Islam
（イスラームの星），Persatoean（統一）／Dewan（議会，委員会）を中心に世界の動
向はどのように伝えられていたのかを考える。
　Bintang Islam は 1923 年からスラカルタ（中部ジャワ）で発行された。イスラー
ム改革派団体ムハマディヤは機関誌を発行していたが，これとは別個にムハマディヤ
系の会員が発行したものである。Persatoean は 1923 年からサマリンダ（東ボルネオ）
で発行され，28 年にスラバヤ（東ジャワ）に移動し，さらに 30 年にはジョクジャカ
ルタ（スラカルタに隣接）に移動して名前を Dewan に変更した。Zending Islam 













ようなネットワークはもたないものの，その情報収集力は Bintang Islam を凌駕す
る。誌面構成の革新性，女性執筆者を登用するなど，当時では時代の先端をゆく雑誌
のひとつであったと思われる。また，アフマディヤの海外での活動に関する情報も多
い。現在のインドネシアでは迫害の対象になっているアフマディヤであるが，1920
年代にはアフマディヤのもたらす情報がインドネシアのムスリムの目を海外に向ける
刺激のひとつとなっていたと考えられる。
（文責：小林　寧子）
